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報道関係者各位  
2022 年 8 ⽉ 4 ⽇ 

あの夏を取り戻せ 全国元⾼校球児 野球⼤会 実⾏委員会 
代表 ⼤武 優⽃ 

 

「⽣きる希望を失った」あの瞬間から 2 年経過 進学した今も取り戻したい 
20 代学⽣起業家 7 名と共に 

「あの夏を取り戻せ 元⾼校⽣草野球」プロジェクト始動 
 

 武蔵野⼤学（東京都⻄東京市）アントレプレナーシップ学部の⼤学 2 年⽣ ⼤武 優⽃（20）（おおた
けゆうと）は“2020 年のあの忘れられない夏”を取り戻すため、今年 2022 年の冬に同世代の起業家 7 名
で「全国元⾼校球児 野球⼤会」を企画・運営致します。 
それは 2 年前の夏。世界的な新型コロナウイルス感染拡⼤に伴い、戦後初めて「甲⼦園球場」の全国⾼
等学校野球選⼿権⼤会が突如中⽌となりました。 
野球しかやってこなかった当時の⼤武にとって、「⽣きる希望を失った」あの瞬間から 2 年経過した今
も⾔葉にできない無念の思いがどこか胸の奥にあります。 
その思いから、甲⼦園という⼤舞台で活躍の機会を失った野球仲間と何か出来ないかと、当時の全国元⾼
校野球チーム計 49 校、総勢約 1,000 名へ声をかけ、⾃ら「あの夏」を取り戻す全国草野球プロジェク
トを始動します。 

 ⾼校時代の⼤武 
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プロジェクト⽴ち上げの経緯 
 
【⽗と同じ夢を追いかけて 11 年】 

「物⼼ついた時から“野球で⽣きていく”そう思って⽣きてきました。」と今回のプロジェクト発⾜⼈の
⼤武 優⽃は⾔います。 
彼を含む、家族 6 ⼈はいわゆる「スポーツ⼀家」。⻑男の優⽃をはじめ、妹や弟もプロ野球選⼿やプロサ
ッカー選⼿を⽬指してきました。かつては優⽃の⽗も「甲⼦園」に出ることを夢に掲げていた野球少年。 
優⽃が 7 歳になると本格的に地元、板橋のチームで野球を習い始め、暇さえあれば休⽇に⽗とキャッチ
ボールをする⽇々。 
⼩学⽣の時、⽗から「お⽗さんは甲⼦園に出場できなかった。だから、優⽃には甲⼦園に出場して活躍し
てほしい。」と⾔われ、その⽇から 11 年間、僕と⽗は⼆⼈三脚でずっと同じ夢を追いかけてきました。 
そしてスポーツ推薦で希望する⾼校へと無事⼊学。午前中は授業、午後はみっちり野球の練習に全⼒投
球。⼀時は、ハードなトレーニングから膝の怪我でスタメンから離れた時期もありましたが、誰よりも努
⼒してストイックなトレーニングをこなし、⾼校 2 年の冬にはスタメンに復帰する事が出来ました。 
これからいよいよ甲⼦園へ向けて。という最中に突然僕の夢は打ち砕かれました。 
 
甲⼦園が無くなったのは誰のせいでもない、けれど僕には野球しかない 

  
⼤学へ進学した ⼤武 
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 2 年前のあの夏を嘆いたところで、何も状況は変わらない。誰のせいでもない。 
ずっとこの思いから抜け出せずにモヤモヤと 2 年が経過しました。 
僕は野球の世界を離れることを決⼼し、武蔵野⼤学で 2021 年 4 ⽉に新設されたアントレプレナーシッ
プ学部へ進学しました。 
 
「野球」という⽬標を失い、⼀時はセミの抜け殻のように無気⼒な⽇々を送りました。何度も「死にたい」
「何のために今まで⽣きてきたのだろう」とすべてを野球に捧げてきた僕にとって、⼈⽣に対して希望を
⾒出せない⽇々が続きました。 
そんな時、偶然⽬にした指定校推薦枠で、武蔵野⼤学の新設学科 アントレプレナーシップ学部を⽬にし、
⽗と同じ「⾃営業」という道を実践的に学べる進学を決意しました。 
その⼀⽅で、授業の中で起業について学びを深めれば深めるほど「何をしたいかわからない、だって僕は
野球しかやってこなかった」という事実に直⾯しました。 
 
それでも、学部⽣の誰よりも早く、いち早く会社（合同会社VEL）を設⽴したのは「夢を失い、⼀時は死
を考えるほど落ち込んでいた僕でも会社を設⽴して夢を再び追いかける」というメッセージを⾼校時代
の野球仲間にも伝えたかったから。 
甲⼦園という夢を共有してきた仲間のなかには、第⼆の⼈⽣を歩み始めた友⼈もいれば、今でもどん底の
精神状態でくすぶっている友⼈もいます。 
今も、当時の野球仲間と久しぶりに再会すれば必ず「甲⼦園」の話題に。 
どこか置き去りにされた僕らの「⻘春」と「あの夏」を今になっても取り戻したい。 
当学部で⼀番最初に会社を設⽴した僕だからこそ、同世代の仲間のために今できることがあるんじゃな
いかと思い、「再び⽴ち上がろう︕あの夏を僕たちだけで取り戻そう︕」という決⼼が固まりました。 
 
20 代の若者 7 名が集まり「元⾼校⽣草野球⼤会」を運営・開催 
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 無謀のように感じながらも、今年 6 ⽉に「元⾼校⽣草野球⼤会」のプロジェクトを⽴ち上げました。
協⼒してくれる 19 歳から 29 歳の若⼿起業家を集い、今回の⼤会に共感し、応援し、協⼒してくれる強
⼒な 7 名（本⼈含む）が集まりました。 
 
このプロジェクトの収益はゼロ。 
すべてを⼤会資⾦、全国の野球チームへ還元するという⾮営利⽬的で開催したいという思いがあり、営利
⽬的でない、真の仲間が集まってくれたことは奇跡のように感じます。 
まずは、49 チームの元⾼校野球選⼿達への参加の呼びかけをします。その後、7 ⼈の実⾏委員会と 49 チ
ームの代表者会にて、⼤会概要を決定し、クラウドファンディングで資⾦を集めます。トーナメント・決
勝戦の運営まで、この実⾏委員会の 7 名（⼤武含む）と 49 チームの代表者会で実施します。 
 
夢を追いかけ 挑戦し続ける⼈⽣の楽しさを思い出してほしい 
 
僕が起業した理由は「若者が挑戦できる社会をつくること」。 

⽬標や夢を失った、絶望を知っている僕だからこそ、資⾦がなくても、経験が無くても、情熱と⾏動⼒で
何かコトを起こせる可能性があるということを⾃ら⽰していきたいです。 
今回の⼤会開催を通じて、改めて「夢を語ること」「挑戦し続ける⼈⽣の楽しさ」を 1 ⼈ 1 ⼈へ思い出
してほしいと考えています。 
⼤会を開催する上で、安全⾯・衛⽣⾯に最⼤限に注意を払い、無事に「あの夏を取り戻して」僕たちの次
のライフステージに進んでまいります。 
僕らが恐れていることは、⼤会を「⾯⽩くない」と感じる⼈々からの視線と圧⼒です。ブランディングや
営利⽬的の企業スポンサーや⼤⼈達の⼒を借りずに、若者だけのメンバーを集め、開催の企画・運営・実
施は僕たちの⼿で最初から最後まで⾏いたいと思っています。 
そして選⼿たちが笑顔で試合を終えられるよう、どうか温かい⽬で⾒守ってほしいと願っています。 
 
【今後のプロジェクトスケジュール】 
 
プロジェクト名︓「あの夏を取り戻せ 全国元⾼校球児 野球⼤会」 
 
実⾏委員会︓ 
発起⼈ 代表 ⼤武 優⽃（20）   合同会社VEL 代表社員  
事務局⻑ 三橋 アレックス ⿓起（19） 株式会社⾼校⽣ 代表取締役  
経理担当 ⼭内 ゆな（20）   JETBOOK作戦 代表  
実⾏委員 ⼩嶋 彗史（24）   株式会社Unpacked 代表取締役  
実⾏委員 三⽊ 智弘（26）   株式会社スポーツネーション 代表取締役  
実⾏委員 ⾼橋 ⾶翔（27）   Acroforce 株式会社 代表取締役  
実⾏委員 ⽯井 政隆（30）   株式会社 GakuNavi  ※年齢は今⽇現在 
 
内容︓全国草野球を通して若者だけで「あの夏の⻘春と挑戦」を取り戻します。 
URL︓http://www.re2020.jp/ 
 
活動スケジュール（案）︓ 
・2022 年 8 ⽉ 4 ⽇  メディア向けリリース 取材受付開始 

ホームページ公開 参加チーム受付開始 
・2022 年 9 ⽉初旬  49 チーム決定 代表者会議スタート 
・2022 年 9 ⽉末   会場および⽇程決定 トーナメント表決定 
・2022 年 10 ⽉頃  資⾦調達スタート クラウドファンディング実施 
・2022 年 11 ⽉〜2 ⽉      ⼤会トーナメントスタート 
        ⼤会決勝戦 
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【企業情報】 
会社名︓合同会社 VEL 
代表︓代表社員 ⼤武 優⽃ 
所在地︓ 〒173-0037 板橋区⼩茂根 
創業︓ 2022 年 1 ⽉ 14 ⽇ 
 

【本件に関するお問い合わせ先】 
合同会社 VEL 代表社員︓⼤武 優⽃ 

TEL︓070-2209-5513 
Twitter︓@VEL_yuto 

Email:yuto06070608@icloud.com 


